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貧
血
予
防
の
た
め
に

　

ア
サ
リ
に
は
タ
ウ
リ
ン
が
豊
富

に
含
ま
れ
ま
す
。
タ
ウ
リ
ン
は
血

液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
て
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
、
肝
臓
で
の

解
毒
作
用
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

旬
の
３
～
５
月
に
は
、
タ
ウ
リ
ン

の
量
が
増
大
す
る
の
で
旬
の
時
期

に
食
べ
た
い
食
材
で
す
。
他
に
も
、

貧
血
に
効
果
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

１
２
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
ビ
タ

ミ
ン
は「
赤
い
ビ
タ
ミ
ン
」と
も
言

わ
れ
造
血
作
用
が
あ
り
ま
す
。

【
ア
サ
リ
の
調
理
】

　

ア
サ
リ
の
下
準
備
で
欠
か
せ
な

い
の
が
砂
抜
き
で
す
。
常
温
の
水

１
リ
ッ
ト
ル
に
対
し
て
、
塩
小
さ

じ
１
の
割
合
の
塩
水
に
つ
け
ま
す
。

一
度
吐
い
た
砂
を
再
び
吸
い
込
む

の
を
防
ぐ
た
め
に
、
ザ
ル
付
き
の

ボ
ウ
ル
を
使
い
、
砂
を
下
に
落
と

す
と
よ
い
で
す
。
ア
サ
リ
は
熱
を

通
し
過
ぎ
る
と
硬
く
な
る
の
で
、

熱
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

《
材
料
》　
　
　
　
　
　
　
　
２
人
分

◦
ご
飯
茶
碗
２
杯　

◦
白
ご
ま
小
さ

じ
２　

◦
ア
サ
リ
１
０
０
ｇ　

◦
塩
少
　々

◦
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
１

◦
に
ん
に
く
１
片　

◦
バ
タ
ー
大
さ

じ
２　

◦
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
２

◦
み
り
ん
小
さ
じ
２　

◦
刻
み
の
り

適
量　

◦
三
つ
葉
適
量

《
作
り
方
》

①
ア
サ
リ
を
塩
水
に
付
け
ザ
ル
に
上

げ
ま
す
。
に
ん
に
く
は
み
じ
ん
切
り

に
し
ま
す
。

②
ご
飯
に
白
ご
ま
を
混
ぜ
器
に
盛
り
、

刻
み
の
り
を
散
ら
し
ま
す
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
と
に
ん

に
く
を
入
れ
て
熱
し
、
ア
サ
リ
を
入

れ
ま
す
。
調
味
料
で
味
を
付
け
た
ら

ご
飯
に
か
け
て
、
三
つ
葉
を
散
ら
し

ま
す
。

今月の
健康メニュー
「
ア
サ
リ
の
バ
タ
ー
じ
ょ
う
ゆ
丼
」

ま ち の 話 題

フォトアルバムま ち の 話 フ題

▲受賞を喜ぶ子ども達と副賞の望遠鏡

＝ 朝日小中学生復興新聞コンクール ＝

誉ある受賞名

　朝日新聞社主催の「朝日小中学生復興新聞コンクール」で鏡石第一小
学校５年４組が文部科学大臣賞（小学校高学年）を受賞し、３月28日
（木）に５年４組の代表12人と石山晃司校長先生が遠藤町長へ受賞の
報告に訪れました。
　このコンクールへは、全国35都道府県130校から396点の応募が
ありましたが、鏡石一小は見事最優秀の３校に選ばれました。なお、
副賞として鏡石一小へ図書券10万円分と望遠鏡が贈られました。
　受賞の様子などについては、来月号で詳しくお知らせいたします。

▲写真左より落田会長、滝田副会長、石川副会長

　第16回ふくしまボランティアフェスティバルで福島県社会福祉協
議会長表彰を受けた鏡石町婦人会（落田好子会長）が３月15日（金）に
遠藤町長へ報告に訪れました。
　この表彰は、多年にわたりボランティア活動を積極的におこない社
会福祉の発展向上に貢献した団体などに贈られるもので、特別養護老
人ホーム「鏡石ホーム」での定期的なボランティア活動などが認められ
今回の表彰となりました。

＝ 福島県社会福祉協議会長表彰 ＝

会福祉の発展へ貢献社

　３月４日（月）町役場第一会議室で平成25年鏡石町自衛隊新入隊
激励会が行われ、加藤智久さん（航空自衛隊自衛官候補生）、室井裕
樹さん（陸上自衛隊自衛官候補生）、星雅也さん（陸上自衛隊自衛官
候補生）の３人へ遠藤町長や関係者から激励の言葉が贈られました。
　３人は「立派な自衛官になれるよう一所懸命がんばります」と語っ
てくれました。

＝ 自衛隊新入隊員激励会 ＝

い力を激励若

▲意気込みを語る加藤智久さん

　平成24年度消防功労者消防庁長官表彰永年勤続功労章を受章した
鏡石町消防団小林勇雄団長が３月14日（木）遠藤町長へ受章の報告に
訪れました。
　小林団長は、昭和49年１月６日に町消防団に入団し、第３分団分
団長、消防団本部訓練部長、副団長を歴任し、平成24年12月に団長
に就任しました。
　このたび、勤続30年に渡り、消防発展、町民の生命・財産を守る
ため消防団活動に尽力された功績を認められ受章されました。

＝ 消防庁長官表彰 ＝

防団活動尽力への功績消

▲遠藤町長へ受章の報告をする小林団長（写真右）

卒
業
・
卒
園
お
め
で
と
う

第
一
小
学
校

第
二
小
学
校

鏡
石
幼
稚
園

鏡
石
中
学
校

鏡
石
保
育
所

　

春
は
旅
立
ち
の
季
節
で
す
。

町
内
で
も
各
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
所
な
ど
で
卒
業
・
卒
園
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達

は
大
き
な
希
望
と
小
さ
な
不
安

を
胸
に
新
天
地
へ
と
羽
ば
た
き

ま
し
た
。

　

保
護
者
や
先
生
達
も
子
ど
も

達
の
成
長
し
た
姿
を
頼
も
し
く

感
じ
な
が
ら
も
、
少
し
寂
し
そ

う
な
様
子
で
子
ど
も
達
の
旅
立

ち
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。

▲別れの言葉と歌を贈る卒業生（卒業生116人）

▲お母さん卒園したよ（卒園児25人）▲堂々と卒業証書を授与（卒業生34人）

▲みんな立派に成長しました（満了児32人）▲卒業生を代表しての答辞（卒業生137人）


